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◇食 卓 の癒 しを 演 出 す る 「テ ー ブル コー デ ィネ ー ト教 室 」
[目　　 的]
　現在、食生活 は多様化 し、 多忙 な 日常生活 の中ではやや もす れば利便性 が優先 されが ちで、
食べ物 の季節感 も分 か りに くく、食 べ物 が作 られ る過程 も見え に くくな っている。 しか し、食
べ ることは健康 への影響 に止 ま らず、精神面 への影響 も大 きい ことが知 られてい る。 そんな生
活 の中で、各 自の ち ょっと した工夫 で、 ゆ った りと した気 持 ちで、 おい しいデザー トとお茶 を
飲 んだ りす ることがで きる食空 問、季 節を感 じさせ る演出や文化 的な豊 か さのあ る食空 間、 あ
るい は家族 にとってのテーマ性 のあ る食空 間の演出がで きれ ば、各家庭 での心豊 かな食生活が
実現 で きる。 家族の心 の健康 面 に も役 立つ食卓の演 出を学ぶ ことを 目的 と してい る。
[内　 　容]
　栄養 ク リニ ックの施設 を利用 して、テー ブル コーデ ィネー タの講 師(本 学非常勤講 師 ・中野
久美子先生、「テーブル コーデ ィネー ト論」 と 「食空 間プロデ ュース論」担当)を 栄養 ク リニ ッ
クにお招 き して、家庭の食卓の癒 しを演 出す るテーブル コーデ ィネー ト教室を開催 した。季節
毎 に4回 開催の予定で あったが、本年度 は7月 か ら栄養 クリニ ックが開設 したため、下記 に示
す夏、秋、冬(新 春)の3回 を実施 した。
事 例紹介1:「 美味 しい食環境 デザイ ン　 ～食空 間の演出 について～」
　 7月22日(火)実 施 の夏 の教室 に5名 の参加
者が あ った。食卓 テーブル の基礎的 なセ ッテ ィ
ング法 を学ん だ。 テーブル クロス、 ナプキ ン、
食器 の置 き方 な どの基本 を学 び、一般家庭 で も
で き る食卓 の演 出 と して、100円 グ ッズの グラ
スを使用 し、 その中に真夏 にふ さわ しい涼 しげ
な茄子紺 とワイ ン色 の2色 ゼ リー(水 で膨潤 さ
せ た もの)を 入 れ、庭 の草花 を挿 した り、 また
大皿 プ レー トと組 み合 わせて高 さを出 した コー
デ ィネータで、素敵 なテー ブル にな った。 ケーキ、 ク ッキー と紅茶 で とて も心豊 かな幸 せな気
持 ちにな った。各 自、作 品を持 ち帰 っていただ いた。
事 例 紹 介2:「 秋 の テ ーブ ル コーデ ィネ ー ト　 ～ チ ー ズ と ワイ ンを楽 しむ～ 」
　 11月18日(火)実 施 の 秋 の教 室 に10名 の 参 加 者 が あ った。 ビュ フ ェ ス タイ ル の コー デ ィネ ー
トを 学 ん だ。 秋 の 季 節 にふ さわ しい、 秋 色 の レ ンガ模 様 の プ リ ン トを ダー ク グ リー ンの テ ー ブ
ル ク ロ スの上 に置 き、 秋 の 果 物 と して ブ ドウ、 ミニ リンゴ、 洋 ナ シな どを あ し らい、 美 し くデ
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ザイ ンされたパ スタを容器 に飾 り、秋の季節 にマ ッチ したテー ブルの演出方法 を学 んだ。 また、
宝酒造 よ り赤、 白各2種 の ワイ ンを御提供 いただ き、 ワイ ンア ドバイザー(宝 酒造株式会社、
大塚 氏)か ら、 ワイ ンの産地 と特徴 とサ ー ビスについての ミニ講義があ った。 また、各種 テー
ブルチーズを中心 にナ ッツ類、干ぶ どう、 ブ レッ ド類 が美 しく盛 り付 けられ、 お酒 と料理のサー
ビスの基本を学んだ。 コー ンで作 られ たお しゃれな取 り皿 は、環境 に もや さ しく配慮 された も
ので あ り、話題性 もあ り時間を忘れ るほ ど話が弾み、楽 しい演 出に大満足であ った。
事 例紹介3:「 新春 の ビュフ ェパーテ ィの演 出、 ～華 やかな新春 テーブルで和菓子 とお茶 を楽
しむ ～ 」
　12月22日(火)実 施の教室 に5名 の参加者が あ った。
オ フホワイ トのテーブル クロスの上 にお正月 らしい大
胆な黒地 に白で描かれ た竹 のテーブル セ ンター(大 風
呂敷)を あ しらった。
　 そ して黒塗 りの重箱 に、 もち花 や水 引をあ しらい、
京 の老舗 「老松」 か ら届 け られた新作 の和 菓子数 種
(干支 の牛、 はなび らもち、紅 梅、鶯 いろの鹿 の子、
3色 の煉 りき りな ど)や 五色豆、金平糖 が盛 り付 け られ た。 そ して、松や ミニの葉 牡丹 がテー
ブル に置かれ、新春 のテーブル を演 出 した ビュフェパ ーテ ィ式で の接客の仕方を楽 しく学 び、
大福茶 でお菓子 を豊 かな気持 ちでいただ くことがで きた。
[成　 　果]
　 この教室 に参加 された方 は、大満足 してお帰 りになる。 そ して、次 の教室 はいつか と催促 さ
れ るのが、現状 である。家庭 でち ょっと した工夫 で実現 できる食空間 の演 出、 ほんの ち ょっと
した ヒン トで、誰 で も実行 でき る洗練 されたプ ロの手技 が学べ るとい うところが、 この教 室の
魅力 だ と思われ る。参加者 の お一人 か ら、「この教室 に参加 した 日は、 同 じ家事 を していて も
とて も幸せ な気分 でい られ る」、「主人 との会話 が増 えた」、「介護 の 日常か ら離れ、非 日常的な
幸せ な時間を もてた」 な どの感想 をいただいてい る。　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 (木戸)
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